
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
三
回 

日

本

食

文

化

賞 

表
彰
・
顕
彰
式
典 

並
び
に 

懇
親
祝
賀
会 

一
般
社
団
法
人
日
本
食
文
化
協
会 

 

 
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
六
日
（
月
）
午
後
六
時
～
午
後
八
時
半 

 

霞

会

館 

（
東
京
都
千
代
田
区
霞
ヶ
関
三
―
二
―
五 

霞
ヶ
関
ビ
ル
三
十
四
階
） 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

君

が

代

は

 

千

代

に

八

千

代

に

 

さ

ざ

れ

石

の

 

い

わ

お

と

な

り

て

 
こ

け

の

む

す

ま

で

 
  

 

「
国
家
国
旗
及
び
国
歌
に
関
す
る
法
律
」
（平
成
十
一
年
八
月
十
三
日 

公
布
、
即
日
施
行
）で
国
旗
は
日
章
旗
、
国
歌
は
君
が
代
と
制
定
さ
れ
た
。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご

挨

拶 
日
本
の
食
文
化
と
共
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
年
中
行
事
に
五
節
供
が
あ
り
ま
す
。 

す
べ
て
の
節
供
の
基
本
は
、
そ
の
時
期
の
収
穫
物
を
供
え
て
そ
の
恵
み
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
五
穀
豊
穣
を

願
う
こ
と
で
す
。
収
穫
に
感
謝
し
、
四
季
に
合
わ
せ
た
器
を
心
を
こ
め
て
作
り
、
季
節
に
合
わ
せ
た
室
礼
で
食

材
を
盛
り
付
け
ま
す
。 

そ
し
て
、
そ
れ
を
い
た
だ
く
食
事
の
作
法
に
も
大
切
な
基
本
が
あ
り
ま
す
。
特
に
食
事
作
法
で
最
も
大
切
な

こ
と
は
、
自
分
を
美
し
く
見
せ
る
た
め
で
は
な
く
、
周
囲
に
不
快
感
を
与
え
な
い
た
め
に
身
に
つ
け
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
作
法
は
自
分
の
た
め
に
で
は
な
く
「
相
手
」
の
た
め
に
あ
る
も
の
だ
か
ら
で
す
。 

た
と
え
ば
、
「
箸
に
始
ま
り
箸
に
終
わ
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
正
し
い
箸
使
い
で
食
事
を
進
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
箸
先
が
汚
れ
て
い
る
と
相
手
に
不
快
感
を
与
え
ま
す
。
「
箸
先
五
分
長
く
て
一
寸
」
と
い
う
教
え

が
あ
り
ま
す
が
、
箸
先
の
汚
れ
は
三
セ
ン
チ
以
内
に
と
ど
め
る
こ
と
が
基
本
で
す
。 

箸
使
い
だ
け
は
な
く
、
す
べ
て
の
所
作
に
は
「
相
手
を
思
う
心
」
が
あ
り
ま
す
。 

そ
れ
を
形
に
し
た
の
が
礼
法
で
す
。 

実
行
委
員
長 

野

平

菱

幸 

小
笠
原
流
礼
法 

総
師
範 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

司

会 

那
須
美
帆
子 

ピ
ア
ノ
演
奏 

山

崎

積

子 

ご

挨

拶 

日
本
の
食
文
化
の
原
点
は
、
相
手
に
対
す
る
「
感
謝
の
こ
こ
ろ
」
に
あ
る
と
言
え
ま
す
。 

そ
の
象
徴
は
、
神
宮
で
毎
日
朝
夕
二
度
の
神
饌
を
お
供
え
す
る
お
祭
り
で
あ
り
家
庭
の
神
棚
や
仏
壇
へ
の
お

供
え
、
食
前
食
後
の
「
い
た
だ
き
ま
す
」
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
の
言
葉
で
す
。 

私
た
ち
の
祖
先
は
、
生
き
て
い
く
た
め
に
は
不
可
欠
な
「
食
」
を
通
じ
て
万
物
の
恵
み
に
対
す
る
「
感
謝
の

こ
こ
ろ
」
の
大
切
さ
を
言
い
伝
え
「
感
謝
の
こ
こ
ろ
」
と｢

思
い
や
り｣

そ
し
て
「
尊
敬｣

と
「
謙
譲
」
が
内
在

し
て
い
る
日
本
の
食
文
化
を
仕
来
り
や
習
慣
で
伝
承
し
て
き
ま
し
た
。 

先
人
た
ち
は
自
然
や
相
手
に
対
す
る｢

感
謝
の
こ
こ
ろ｣

を
日
々
忘
れ
ず
に
生
き
る
こ
と
が
「
幸
福
な
人
生
」

を
お
く
れ
る
こ
と
だ
と
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。 

当
協
会
は
、
四
季
に
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
「
感
謝
の
こ
こ
ろ
」
の
日
本
の
食
文
化
を
、

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
「
日
本
食
文
化
検
定 

通
信
教
育
講
座
」
を
通
じ
て
啓
蒙
活

動
を
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
本
日
は
、
日
頃
か
ら
こ
の
よ
う
な
日
本
の
食
文
化
の
伝
承
と
啓
蒙
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
個
人
、

企
業
・
団
体
を
表
彰
・
顕
彰
し
日
本
食
文
化
賞
を
授
与
い
た
し
ま
す
。 

理
事
長 

小

俣

日
出

郎 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

式

次

第 

式
典
進
行 

聖
心
女
子
大
学
ア
ナ
ウ
ン
ス
研
究
会 

 
 
 

一 

開

会

の

辞 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

実
行

委
員

長 
 

野

平

菱

幸 

ニ 

表

彰

状

授

与 

三 

主

催

者

祝

辞 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

最

高

顧

問 
 

朝

香

誠

彦 

 

来

賓

祝

辞 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
議

院
議

員 
 

山

東

昭

子 

 

来

賓

祝

辞 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
文
化
庁
長
官 

 

近

藤

誠

一 

 

来

賓

祝

辞 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道

場

六

三

郎 

四 

受
賞
者
記
念
撮
影
・
演

奏 

五 

乾

杯 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

理

事 
 

小

谷

 

一 

六 

会

食
・
祝

電

披

露 

七 

受

賞

者

紹

介 

八 

来

賓

祝

辞 
 
 

聖
心
女
子
大
学
マ
ク
ダ
レ
ナ
・
ソ
フ
ィ
ア 

セ
ン

タ
ー

長 
 

上

石

 

学 

九 

学
生
活
動
紹
介 

十 

閉

会

の

辞 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

理

事

長 
 

小

俣

日

出

郎 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
伝

統

和

菓

子
】
身
延
山
御
用
菓
子
司 

甘

養

亭 
 

 
 

 
 

山
梨
県
巨
摩
郡 

 
 
 

【
伝

統

工

芸

賞
】
大
倉
陶
園
マ
ス
タ
ー
ペ
イ
ン
タ
ー 

角

田

浩

二 

神
奈
川
県
藤
沢
市 

 
 

【
伝

統

文

化

賞
】
書 

家 岡

西

佑

奈 

東
京
都
渋
谷
区     

【
生

産

農

家

賞
】
高
品
質
の
小
松
菜
栽
培 

(

有)

若

谷

農

園 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市 

【
食

育

啓

蒙

賞
】
子
供
た
ち
に
自
然
栽
培
食
を 

梶

本

知

美 

東
京
都
久
留
米
市   

 

日
本
食
文
化
検
定
部
門 

（
通
信
教
育
講
座
課
程
） 

【
最

優

秀

賞
】 

名

倉

由

佳 静
岡
県
静
岡
市 

伝
統
食
文
化
部
門 

【
礼

儀

作

法

賞
】
小
笠
原
流
礼
法 

赤

川

澄

子 東
京
都
板
橋
区 

【
学

術

研

究

賞
】
麹
造
り 

 
 
 
 

代

田

 

節 栃
木
県
那
須
郡 

【
伝

統

食

品

賞
】
仙
台
味
噌
醤
油 

㈱
高
砂
長
寿
味
噌
本
舗 

宮
城
県
石
巻
市 

 

表

彰

・

顕

彰

者 

一

覧 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
日
本
料
理
店
賞
】
和
を
超
え
た
新
し
い
空
間 

懐

食

み

ち

ば 

東
京
都
中
央
区
銀
座 

【
日

本

旅

館

賞
】
お
も
て
な
し
の
宿 

雪

月

花 

栃
木
県
那
須
郡 
 
  
 

 

  

料

理

人

部

門 

【
小
倉
久
米
雄
賞
】
京
料
理
よ
こ
い 

店
主 

横

井

 

清 

東
京
都
台
東
区
浅
草 

【
道
場
六
三
郎
賞
】
行 

庵 

料
理
長 

佐

藤

 

保 

千
葉
県
浦
安
市
舞
浜 

【
神
田
川
俊
郎
賞
】
懐
食
み
ち
ば 

料
理
長 

森

川

 

保 

東
京
都
中
央
区
銀
座 

【
中

村

孝

明

賞
】 

 中

村

 

誠 

埼
玉
県
久
喜
市 

 
 
 
 

【
名

工

賞
】
Ｄ
Ｓ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス 

川
崎
ク
ラ
ブ
料
理
長 

武

田

悦

男 

東
京
都
新
宿
区 

 
  
 

（
順
不
同
、
敬
称
省
略
）  

受
賞
者
は
、
他
薦
、
自
薦
、
第
三
者
機
関
、
会
員
よ
り
推
薦
さ
れ

た
受
賞
候
補
者
の
中
よ
り
選
考
し
理
事
会
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
協

賛
】 

株
式
会
社
ア
ウ
レ
オ 

Ｃ
Ｐ
Ｍ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社 

野

平

菱

幸 

小
俣
日
出
郎 

道
場
六
三
郎 

株
式
会
社
日
本
食
文
化
検
定
協
会 

株
式
会
社
東
京
ベ
イ
ホ
テ
ル
ズ 

東
京
ベ
イ
舞
浜
ホ
テ
ル
ク
ラ
ブ
リ
ゾ
ー
ト 

迎
賓
館 

熱
海 

小

嵐

亭 

有
限
会
社
若
谷
農
園 

株
式
会
社
う
ま
し
し
ろ
田 

株
式
会
社
エ
ン
ド
ウ 

中
川
ワ
イ
ン
株
式
会
社 

池
島
フ
ー
ズ
株
式
会
社 

株
式
会
社
ア
ー
ト
テ
ン
６
６
８
８
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

ヒ
ガ
シ
マ
ル
醤
油
株
式
会
社 

株
式
会
社
ゴ
マ
ヤ 

浅

野

昌

英 

式
典
の
開
催
準
備
に
あ
た
り
協
賛
金
、
副
賞
商
品
、
協
賛
品
、

装
花
等
の
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
こ
数
年
来
、
食
に
対
す
る
意
識
が
大
き
く
変
化
し
て
お

り
ま
す
。
文
明
の
発
展
は
私
た
ち
の
食
生
活
を
心
豊
か
に
し

た
と
は
言
い
難
く
、
日
常
の
食
生
活
に
お
い
て
も
「
感
謝
の

気
持
ち
」
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
世
界
に
類
の
な
い
独

自
の
美
意
識
を
も
つ
日
本
の
食
文
化
は
今
見
直
さ
れ
る
時

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。 

心
豊
か
な
食
生
活
は
五
感
を
育
て
、
心
の
ゆ
と
り
と
充
足

感
、
健
康
な
体
、
生
き
る
活
力
を
与
え
ま
す
。 

そ
こ
で
一
般
社
団
法
人
日
本
食
文
化
協
会
で
は
次
の
目

標
の
達
成
を
目
指
し
て
日
本
食
文
化
の
日
本
食
文
化
検
定

通
信
教
育
講
座
を
開
講
し
て
お
り
ま
す
。 

・
日
本
食
文
化
の
伝
承 

・
豊
か
で
安
全
な
食
生
活 

・
思
い
や
り
の
あ
る
健
全
な
精
神
の
育
成 

こ
の
講
座
を
通
じ
て
「
日
本
料
理
の
ル
ー
ツ
」、「
神
道
、

仏
教
、
陰
陽
五
行
を
基
と
す
る
日
本
料
理
の
基
本
」、「
定
式

と
マ
ナ
ー
」、「
食
の
安
全
」、「
食
育
」
な
ど
へ
の
理
解
を
深

め
、
美
し
い
日
本
の
食
文
化
を
子
孫
へ
と
伝
承
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。 

日
本
食
文
化
検
定
通
信
教
育
講
座 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問
一 
神
社
の
神
に
供
え
る
食
事
の
こ
と
を
何
と
い
い
ま
す
か
。 

①
仏ぶ

つ

供く 

②
神
饌

し
ん
せ
ん 

③
御
神
酒

お

み

き 

④
御
供

お
そ
な
え 

問
二 

割
り
箸
の
割
り
方
で
正
し
い
の
は
ど
れ
で
す
か
。 

 
 

 
 

①
左
右
に
割
る 

 

②
上
下
に
割
る 

 

③
膳
の
上
で
割
る 

④
胸
元
で
割
る 

問
三 

次
の
う
ち
三さ

ん

真し
ん

で
は
な
い
も
の
は
ど
れ
で
す
か
。 

①
切
り
方 

②
揚
げ
方 

③
盛
り
方 

④
色
組 

問
四 

６
７
５
年
に
肉
食
禁
止
令
を
発
布
し
た
天
皇
は
誰
で
す
か
。 

①
景
行
天
皇 

 

②
天
武
天
皇 

③
聖
武
天
皇 

 

④
光
孝
天
皇 

問
五 

そ
の
土
地
で
採
れ
た
産
物
を
、
そ
の
土
地
の
調
理
法
で
作
る 

 
 
 

料
理
法
は
次
の
う
ち
ど
れ
で
す
か
。 

①
土
産
土
法 

 
 

②
土
産
調
理
法 

③
採
物
調
理
法 

④
地
産
地
消
法 

問
六 

五
行
説
が
、
日
本
料
理
で
味
、
色
彩
、
調
理
法
の
三
つ
に
大 

 
 
 

き
く
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
何
と
い
い
ま
す
か
。 

 

①
三
味
・
四
色
・
五
法 

 

②
五
味
・
四
色
・
五
法 

③
三
味
・
五
色
・
五
法 

 

④
五
味
・
五
色
・
五
法 

問
七 

茶
事
の
席
で
、
客
を
正
式
に
も
て
な
す
料
理
の
こ
と
を
何
と 

 
 
 

い
い
ま
す
か
。 

①
本
膳
料
理 

②
普
茶
料
理 

③
精
進
料
理 

④
懐
石
料
理 

検
定
試
験
想
定
問
題 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解 

答 

問
五 

① 料
理
の
原
点
を
な
す
も
の
。
原
住
民
の
料
理
で
あ
り
、 

洗
練
さ
れ
た
も
の
が
郷
土
料
理
で
あ
る
。 

問
六 

④ 五
味 

辛
（
辛
い
）、
酸
（
酸
っ
ぱ
い
）、 

苦
（
苦
い
）、
甘
（
甘
い
）
、
鹹(

塩
味
） 

五
色 

白
（
秋
）、
黒
（
冬
と
四
季
）
、 

赤
（
夏
）、
青
（
春
）、
黄
（
土
用
） 

季
節
と
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
あ
ら
わ
す
。 

五
法 

生
食
、
焼
食
、
煮
食
、
蒸
食
、
揚
食 

を
基
本
と
し
て
い
る
。 

問
七 

④ 一
汁
三
菜
（
汁
、
向
付
・
煮
物
・
焼
き
物
の
三
種
の 

菜
）
を
基
本
と
し
濃
茶
を
お
い
し
く
い
た
だ
く
た
め 

の
軽
い
食
事
で
、
本
来
は
茶
事
の
亭
主
が
自
ら
料
理 

し
給
仕
し
て
も
て
な
し
た
。
茶
懐
石
と
も
呼
ば
れ
る
。 

 〔
懐
石
の
名
前
の
由
来
〕
禅
宗
が
隆
盛
だ
っ
た
鎌
倉
時
代
の
禅 

寺
の
戒
律
は
厳
し
く
、
午
後
の
食
事
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。 

そ
こ
で
温
石
（
焼
い
た
石
を
布
な
ど
で
く
る
ん
だ
も
の
）
を 

懐
に
入
れ
空
腹
や
寒
さ
を
し
の
い
だ
。
こ
の
こ
と
か
ら
一
時 

し
の
ぎ
の
軽
い
料
理
を
「
懐
石
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

問
一 
② 神

社
の
神
様
に
お
供
え
す
る
も
の
が
神
饌
、 

仏
様
に
お
供
え
す
る
も
の
が
仏
供
で
あ
る
。 

問
二 

② 右
手
で
割
り
箸
を
と
り
、
膝
の
上
で
上
下
に 

割
る
。
こ
れ
は
料
理
に
木
屑
が
落
ち
な
い
た
め
と 

隣
の
方
へ
の
心
遣
い
で
あ
る
。 

問
三 

② 日
本
料
理
界
で
は
「
三
真
を
覚
え
ず
し
て
人
に 

料
理
を
出
す
べ
か
ら
ず
、
三
真
を
知
ら
ず
し
て 

料
理
を
褒
め
る
べ
か
ら
ず
」
と
言
わ
れ
て
き
た
。 

三
真
と
は
一
言
で
い
え
ば
「
切
り
方
」
、「
盛
り
方
」
、 

「
色
組
」
の
応
用
を
指
す
も
の
で
あ
り
陰
陽
道
と 

五
行
説
の
思
想
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

問
四 

② 

 
 
 

天
武
天
皇
は
仏
教
の
立
場
か
ら
狩
猟
を
禁
じ
た
。 

ま
た
、
農
耕
期
間
の
四
月
か
ら
九
月
の
間
、
牛
、
馬
、

犬
、
サ
ル
、
鶏
を
食
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
沿

革
】 

平
成
二
十
一
年
十
二
月 

日
本
食
文
化
の
伝
承
と
啓
蒙
を
目
的
と
す
る
「
日
本
食
文
化
検
定
」
の 

㈱
日
本
食
文
化
検
定
協
会
（
代
表
取
締
役 

小
俣
日
出
郎
）
を
設
立
し 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
四
條
司
家
食
文
化
協
会
（
理
事
長
四
條
隆
彦
）
主
催
で
始
ま
る 

平
成
二
十
二
年 

六
月 
「
日
本
食
文
化
検
定
」
通
信
教
育
講
座
を
開
講 

十
一
月 
第
一
回
会
場
試
験
を
実
施
（
上
智
大
学
） 

平
成
二
十
三
年 

七
月 

「
日
本
食
文
化
検
定 

公
式
テ
キ
ス
ト
」
を
伊
勢
神
宮
に
奉
納 

十
一
月 

第
二
回
会
場
試
験
を
実
施
（
上
智
大
学
） 

平
成
二
十
四
年 

三
月 

一
般
社
団
法
人
日
本
食
文
化
協
会(

設
立
代
表
理
事
四
條
隆
元)

を
設
立 

「
日
本
食
文
化
検
定
」
の
主
催
者
を
変
更 

五
月 

「
日
本
食
文
化
教
室
」
を
開
講 

九
月 

「
設
立
記
念
式
典
」
開
催 

十
一
月 

第
三
回
会
場
試
験
を
実
施
（
上
智
大
学
） 

平
成
二
十
五
年 

六
月 

第
一
回
日
本
食
文
化
賞 

表
彰
・
顕
彰
式
典
を
開
催
（
學
士
会
館
） 

平
成
二
十
六
年 

二
月 

神
宮
正
式
参
拝
（
朝
香
誠
彦
グ
ル
ー
プ
一
行
） 

六
月 

第
二
回
日
本
食
文
化
賞 

表
彰
・
顕
彰
式
典
を
開
催
（
學
士
会
館
） 

十
一
月 

出
雲
大
社
正
式
参
拝
（
朝
香
誠
彦
グ
ル
ー
プ
一
行
） 

平
成
二
十
七
年 

二
月 

「
香
席
・
茶
席
の
会
」
を
開
催
（
迎
賓
館 

熱
海 

小
嵐
亭
） 

六
月 

外
国
人
に
日
本
語
と
日
本
の
食
文
化
の
啓
蒙
活
動
を
開
始 

十
一
月 

第
三
回
日
本
食
文
化
賞 

表
彰
・
顕
彰
式
典
を
開
催
（
霞
会
館
） 

役

員 

最
高
顧
問 

朝

香

誠

彦 

顧

問 

道

場

六

三

郎 

顧

問 

神

田

川

俊

郎 

顧

問 

中

村

孝

明 

会

長 

横

井

清 

理

事

長 

小

俣

日

出

郎 

理

事 

野

平

幸

子 

理

事 

守

屋

直

幸 

理

事 

守

屋

祐

生

子 

理

事 

小

谷

一 

理

事 

小

谷

真

理

恵 

理

事 

佐

藤

俊

行 

理

事 

遠

藤

紀

夫 

理

事 

伊
佐
ミ
ル
ト
ン 

監

事 

萬

年

山

啓 
  

（
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
） 



 

 
 
 
 
 

一般社団法人 日 本 食 文 化 協 会 

info@syokubunken.jp 

あ な た も 日 本 の 食 文 化 を 原 点 か ら 学 ん で み ま せ ん か  


